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　平成26年の圃場整備事業を機に地域ぐるみ型とし
て農事組合法人「下高城ふぁあむ」が設立、約75ha
の圃場では、主食用米、飼料用米、大豆、えごま、
高城ゴボウなどを栽培しています。経理一元化と大
型圃場により、低コスト化、省力化を図り、農地の
維持及び地域農業の発展を目指しています。

（担当：早坂成弘委員）
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会
長
あ
い
さ
つ

委
員
長
　
堀
籠
　
慶
浩

　

私
が
委
員
長
を
務
め
ま
す

農
地
担
任
委
員
会
で
は
、
毎

年
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業

委
員
も
し
く
は
地
域
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
情
報

を
基
に
現
地
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
利
用
意
向

の
調
査
を
行
い
、
所
有
者
の

今
後
の
意
向
を
確
認
す
る
な

ど
し
て
少
し
で
も
農
地
の
遊

休
化
を
防
ぐ
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
あ
ま
り
に
も
厳
し
く
、

後
継
者
不
足
や
米
価
の
下
落

な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
、

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り

発
刊
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
及
び
後
継
者
不

足
に
加
え
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
経
済
活
動
の
低
迷

に
よ
る
米
価
の
大
幅
下

落
な
ど
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て

も
農
業
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に
は
、
後
継
者
及
び
担

い
手
の
育
成
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
農
業
委
員
会
の
役
割
と
し
て
、「
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
」「
新
規
参
入
の
促
進
」
な
ど
、
農

地
の
保
全
、
農
地
利
用
の
効
率
化
及
び
次
世
代
を
担
う

農
業
者
の
確
保
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
に
関
し
ま
し
て
は
、
毎
年
強
化
月
間
を
設

け
て
７
月
、
８
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の

後
に
利
用
意
向
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
発
生
防
止
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
農
地
の
集
積
率
は
約
76
％
と
決
し
て

低
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
地
域
の
担
い
手
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
利
用
集
積
を
進
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

更
に
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
農
地
の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
農
業
者
と

の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
は
じ
め
農
業
委
員
会
の
活
動
を
地

域
の
皆
様
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
刊
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
と

も
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
本
町
の
農

業
行
政
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
地
担
任
委
員
会

委
員
長
　
早
坂
　
勝
一

　

近
年
、
我
が
町
も
後
継
者

不
足
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
や

遊
休
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

更
に
国
内
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続

き
、
外
食
産
業
等
が
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
そ
れ
に
伴
い
、

基
幹
作
物
で
あ
る
米
価
が
大

幅
に
下
落
し
農
家
の
生
産
意

欲
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

農
政
担
任
委
員
会

18,979
7,777
10,401
37,157
6,941
6,972

0
51,070

8
4
2
14
1
5
0
20

売　買
贈　与
交　換
小　計

面積（㎡）件数事　由項　　　目

所有権移転農地として
利 用 す る
ための移動
農　地　法
第３条許可

賃 貸 借 権 の 設 定
区 分 地 上 権 の 設 定
使 用 貸 借 権 の 設 定

合　　　計
91,162
770,893
50,655
22,280
357,129
1,200,957

10
75
1
2
26
104

賃貸借の解約（農地法第18条通知）
農地として
利 用 す る
ための移動
農用地利用
集 積 計 画

利用権の設定（賃貸借）
利用権の設定（使用貸借）
所有権移転（売買）
農 地 中 間 管 理

合　　　計
0

25,727
25,727

0
14
14

農地の転用
農 地 法 第
４・５条許可

自 己 転 用
権利移転を伴う転用

合　　　計

（令和３年４月～令和４年３月）農地の権利移動・設定・転用等の状況

　

又
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が

世
界
に
深
刻
な
食
糧
危
機
を

招
い
て
い
る
中
、
食
料
自
給

率
の
低
い
我
が
国
に
と
っ
て

も
、
今
後
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

本
町
農
業
委
員
会
も
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、
各
地

区
に
設
立
さ
れ
て
い
る
法
人

組
織
を
中
心
に
、
担
い
手
、

新
規
就
農
の
皆
さ
ん
の
農
地

集
積
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み

益
々
農
地
の
遊
休
化
を
加
速

さ
せ
る
要
因
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
の
様
な
状
況
を
深

刻
に
受
け
止
め
、
我
々
も
農

業
委
員
と
し
て
な
お
一
層
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

農
地
担
任
委
員

　

委
員
長　

堀
籠　

慶
浩

　

副
委
員
長　

阿
部
き
よ
子

大
泉　

貞
行

鎌
田　

一
宣

　
　
　
　
　
　

菅
原　

敏
臣

会　長
堀籠　勝惠

会長職務代理
畑中　長悦

で
の
安
定
し
た
農
業
経
営
を

目
指
し
、
農
産
物
の
生
産
、

加
工
、
販
売
ま
で
の
６
次
産

業
を
推
進
す
る
等
、
地
域
で

の
安
全
、
安
心
な
食
料
確
保

に
向
け
た
農
業
経
営
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
政
担
任
委
員

　

委
員
長　

早
坂　

勝
一

　

副
委
員
長　

髙
橋
た
え
子

畑
中　

長
悦

齋
條　

仁
美

渡
邊　

義
彦

早
坂　

成
弘
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農地パトロール（利用状況調査）を終えて

　本町農業委員会は、昨年７、８月と農地パトロールを行いまし
た。
　昨今の厳しい農政情勢又は、後継者不足等による離農者、離農
したいとの相談の声が本委員会にも増える中、農業に携わる町民
の皆様の努力とご協力により遊休農地の数は、他の市町村に比べ
ても少なく思われました。
　しかし、昨年の米価の大幅下落に伴い再生困難による離農者数
の急増、遊休農地の増加が危惧されます。

学校田の稲刈りに参加

　令和３年10月14日に色麻学園学校田で小学５年生による稲刈
りが行われました。天候にも恵まれ、田んぼの条件も良く実施す
ることができました。
　学校支援ボランティアの方々、役場職員、農協職員、そして
我々農業委員と多数の関係機関の協力をいただきながら丁寧に教
えていただき、不安そうな顔をしている子、早くやってみたいと
生き生きしている子、初めてすることへの挑戦です。

　いざ田んぼに入り始めたら、鎌の使い方、稲穂の掴み方が上手で、慣
れているかのように手際よく、早いことにびっくりしました。刈り取っ
た稲は、大人に手伝ってもらい束ねて杭掛けにしました。
　この経験をきっかけに、「食」と「農」を考えられるようになったら、
うれしいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：齋條委員）

　今後、本委員会も他の関係機関との連携を強化し、遊休農地の増加に歯止めをかけ、更には減少させるよ
う努力してまいりたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：鎌田委員）

　令和３年８月25日、農業委員７名、事務局２名で農地パトロ
ールを兼ねて作況調査を実施致しました。
　調査箇所及び品種は下高城地区下高城ふぁあむの「金のいぶ
き」、上郷地区の「えごま」、向町地区の「ひとめぼれ」「つや
姫」、北大村地区の「だて正夢」などの作況調査を致し、途中、
学校田の生育状況も見て回りました。
　令和３年の天候は、日照不足、台風９号や温帯低気圧による長
雨の影響で品質低下も懸念されました。
　現地を調査して回った状況としては、８月10日の大風による影響か、籾が擦れて黒くなっているところ
がありましたが、調査結果として作柄は、平年並みで、品質収量ともに期待が持てる状況でした。
　調査後の８月31日に東北農政局の作況状況では、宮城県全域において「平年並み」の見込みで、県内の
作況指数も101と公表され秋の収穫、実収量においても平年以上となりました。
　コロナ禍の影響で、消費量が激減したことは、令和２年産米の持越し在庫を抱え、令和３年産米の価格低
下の要因となるなど農家に大きな打撃となり、又令和４年の水田活用の直接支払い交付金についても見直さ
れるなど、農家経営に大きな影響となっています。
　このような時こそ、農業経営に農家が力を合わせ取り組んでいかなければと思いますし、農業委員会も全
力で協力してまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：畑中委員）

作況調査を実施

色麻町農業委員会だより（３）2022年５月13日



令和４年度 農作業標準賃金額

賃借料情報の提供（10ａ当り） 

色麻町農業委員会

農作業標準賃金額を下記のとおり設定しましたので、農作業賃金の「目安」としてご利用ください。

作業区分 項　　目 単位 標準額 摘　　　　要
一　　般　　作　　業 １日

１日
１日
10ａ
〃
10ａ
〃
１ｍ
10ａ
１ｍ
10ａ
10ａ
〃
１箱
〃
10ａ
〃
10ａ
〃
10ａ
〃

8,000円
15,500円
10,000円
5,200円
5,200円
4,600円
6,100円
10円

6,000円
30円

5,700円
5,200円
5,700円
700円
650円
5,300円
5,000円
500円
450円
3,400円
1,000円

田植後の補植、水田防除も含む。軽作業は除く。
運　　搬　　作　　業 軽トラック

刈　　　　放 〃
60kg
〃
60kg
60kg
60kg
10ａ
〃
〃
〃
１個

17,400円
780円
630円
580円
600円
800円
3,500円
3,100円
3,400円
1,000円
500円

生籾運搬を含む。

Ａ
11,000円

Ｂ
10,000円参　考　賃　借　料

Ｃ
8,000円

普　通　畑
3,000円

2 0 ％ 以 上乾　　　燥 玄米換算とする。
2 0 ％ 未 満

籾　　摺　　調　　整
精　　　　　　　　米 労働費用を除く。
色　　彩　　選　　別 単独作業

梱　　　　包
刈　　　　取
反　　　　転
集　　　　束
ラッピング

牧　　　草
稲　わ　ら

《一貫作業10,000円》

直径１ｍ、フィルム代別

オ ペ レ ー タ ー

水　田　耕　起 整理地13cm以上とする。
未整理田・山間部等は実状による。

春　田
秋　田

プラウ耕起 20cm以上

畦畔のみ
管　　　理 年間

パワ－デスク
プ　ラ　ウ
草　刈　り
水　管　理
畦畔つき作業

代　 　　か　　 　き 植代まで。（時間をおいて２回かき）
稚　苗
中　苗
稚　苗
中　苗
湛　水
乾　田
粉　剤
粒　剤

苗運搬、苗くばりは含まない。
側条施肥 500円増

代かき済み圃場とし、種籾、コーティング処理含まず。
整備済み圃場とし、種籾含まず。

共同防除は除く。

田　　　　　植
機　　械　　植

機　械　用　苗

直　　　　　播

防　除　作　業

堆　　　肥
散　　　　布

トラクタ－とマニアスプレッタで10ａ当約１トンを機械積込み運搬散布
肥　　　料 機械散布（化学肥料等）

籾摺調整まで
刈取、運搬、乾燥籾摺調整までとする。
※色彩選別を含む場合は、1,000円増とする。
結束わらは委託者処理

名　　称 農地区分

★この標準額は目安なので、水稲の増減収、倒伏、湿田等にかかる賃金については、受委託者間で協議の上決めてください。
★この標準額は「賄いなし」で１日実働８時間とし、整理田を基準にしています。

★令和３年の平均賃借料の実績に基づき、『参考賃借料』として示したものです。
★賃貸借契約にあたっては、圃場条件や農地に対する負担（水利費等）を勘案し、受委託者間で協議の上決めてください。

10ａ 27,000円
稲　刈 コ　ン

バイン

保存版
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認定農業者等との意見交換会
　令和３年12月17日、色麻町農業伝習館を会場に「認定農業者等
との意見交換会」を開催しました。
　農業委員会では、農地の利用集積、担い手・経営対策、鳥獣害対
策、遊休農地対策等をテーマとして毎年意見交換会を実施しており
ますが、今年の参加者からは、「王城寺原演習場の敷地境界侵入防
止柵の下穴が、水田、畑作地へのイノシシの通り道となってい
る。」「大衡村区域から侵入することもあるので、大衡村と相談し
て対応してほしい。」「遊休農地がイノシシの住み処となっている。

みやぎアグリレディース21～誕生から20周年～
　みやぎアグリレディース21は、平成14年３月12日に設立、
本年20周年を迎えました。
　農村女性の地位向上が地域農業の振興・発展に繋がること
を信じ、会員14名からスタートし、現在では103名となり
ました。
　現在の活動内容は、女性が共に学び、集い、語り合う地域
農業を目指し、市町村農業委員会女性委員のために、農業委
員会業務に関する法令、委員の役割及び男女共同参画につい
て、研修会などを開催しています。
　これからも女性委員が地域の中で生き生きと活動し成果を上げていくこと、女性委員の活動が地域から信
頼されるものであることを存在意義とし、更には女性農業者が今まで「変えられない」と思っていたことを
改革し、「希望」に繋げていけるような前向きな活動を行っていきます。　　　　　　　（担当：阿部委員）

令和４年度色麻町農業委員会総会等日程表

令和４年　６月
　　　　　７月
　　　　　８月
　　　　　９月
　　　　１０月

１０日（金）
１１日（月）
１０日（水）
１２日（月）
１１日（火）

２７日（月）
２５日（月）
２５日（木）
２６日（月）
２５日（火）

令和４年１１月
　　　　１２月
令和５年　１月
　　　　　２月
　　　　　３月

１０日（木）
１２日（月）
１０日（火）
１０日（金）
１０日（金）

２５日（金）
２３日（金）
２５日（水）
２７日（月）
２７日（月）

項目 農家相談日
（申請期日） 総会開催日 農家相談日

（申請期日） 総会開催日年月
項目

年月

土地所有者へ維持管理を声掛けしてほしい。」など、鳥獣害対策について多くの意見がありました。
　ここ数年のイノシシなどによる農作物被害に、生産者、地域住民の憤りと不安が感じられました。

（担当：菅原委員）
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今
で
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

様
々
な
行
事
が
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
が
終
わ
る
と
家
で
過
ご
す
時
間

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
旅
行
雑
誌
を

見
て
い
る
と
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富

士
」
の
記
事
が
あ
り
、
美
し
い
富
士

山
の
写
真
を
見
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

色
麻
で
も
薬
萊
山
頂
に
太
陽
が
沈
む

瞬
間
の
光
学
現
象
を
楽
し
め
る
「
加

美
富
士
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
の
時
期
が

や
っ
て
き
た
と
。
夕
方
、
田
ん
ぼ
の

水
管
理
な
ど
の
時
、
薬
萊
山
頂
に
乗

っ
か
っ
た
美
し
い
夕
陽
を
見
る
事
が

出
来
た
時
は
幸
運
に
も
感
じ
ま
す
。

一
年
で
一
番
日
の
長
い
季
節
に
入
り

農
作
業
時
間
も
長
く
な
り
、
疲
労
も

溜
ま
り
ま
す
が
、
健
康
に
気
を
付
け

　
　
《
編
集
委
員
》

委
員
長　

大
泉　

貞
行

副
委
員
長　

菅
原　

敏
臣

阿
部
き
よ
子

早
坂　

成
弘

畑
中　

長
悦

堀
籠　

勝
惠

●
就
農
の
き
っ
か
け
は
？

　

祖
父
、
父
と
二
代
に
わ
た
る
繁
殖
農

家
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
か
ら
牛
を
見
て

育
ち
ま
し
た
。
農
業
高
校
、
農
業
短
大

と
進
学
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

（
取
材
：
畑
中
委
員
）

編　集　後　記

●
就
農
し
て
か
ら
の
年
数
は
？

　

７
年
に
な
り
ま
す
。
就
農
ま
で
に
畜

産
試
験
場
で
５
年
間
働
き
、
そ
の
後
、

美
里
町
の
農
家
に
住
み
込
み
で
１
年
間

の
研
修
を
経
験
し
ま
し
た
。

●
経
営
規
模
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

　

成
牛
、
育
成
牛
、
合
わ
せ
て
28
頭
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
他
に
父
が
管
理
し

て
い
る
22
頭
に
つ
い
て
も
日
中
の
世
話

を
し
て
い
ま
す
。

●
就
農
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と

　
は
？

　

就
農
し
て
か
ら
世
代
の
違
う
方
々
と

も
共
通
の
話
題
が
で
き
話
す
機
会
が
増

え
た
こ
と
が
喜
び
で
す
。

●
就
農
し
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
悩
み

　
な
ど
は
？

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
物
価
高
騰
、
市
場

価
格
も
安
定
し
て
い
な
い
今
が
一
番
大

変
で
す
。
日
頃
の
困
り
事
は
、
他
町
で

就
農
し
て
い
る
同
級
生
、
近
所
の
方
々
、

獣
医
師
な
ど
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

先
ず
は
30
頭
ま
で
増
頭
し
、
将
来
的

に
は
繁
殖
、
肥
育
と
一
貫
経
営
を
目
指

し
た
い
で
す
。
更
に
、
育
成
舎
か
、
肥

育
舎
の
増
築
も
し
た
い
で
す
。

清水地区

高橋　司さん

て
元
気
に
働
き
続
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
軍
事
侵
攻
が

早
く
終
息
す
る
事
を
願
い
続
け
る
毎

日
で
す
。編

集
委
員
長
　
大
泉
　
貞
行

ネクストファーマー

NextFarmer
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